
















斜方晶 血 ha】ideの基礎吸収端付近のスペク トルは結晶の異方性により強い2色性を示す｡
この異方性が内殻励起子の構造にどの様に反映されるか興味が持たれる｡今回,分子研の
synchrotron放射光源で hBr,InIの反射スペクトルを測定した.
図 1,2はそれぞれ InBr,InIの 2-30eV領域の C軸, a軸偏光反射スペクトルである｡
InBrでは 2-15eVで In5S及びBr4p電子から成る価電子帯からの遷移による構造が,
20eV付近では In4d内殻励起子による構造が見られる｡ InIではそれぞれ 2-12eV,20
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